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ソ
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一
月
二
十
九
日
、
ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
ス
ク
ー
ル
創
立
五
十
五
周
年
記

念
演
奏
会
に
出
演
さ
せ
て
頂
く
た

め
に
上
野
文
化
会
館
に
向
か
う
車

中
、
天
気
の
良
い
日
曜
日
の
午
後

で
も
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
や

観
光
客
が
上
野
公
園
で
賑
わ
っ
て

い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
間
に
私
の
所
属
す
る
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
公
演

で
上
野
文
化
会
館
に
数
回
来
て
い

ま
し
た
が
、
昼
間
に
訪
れ
る
の
は

久
し
ぶ
り
で
す
。
急
に
同
じ
公
園

内
に
あ
る
国
立
美
術
館
、
東
京
芸

術
大
学
内
の
奏
楽
堂
な
ど
思
い
出

し
、
ま
た
半
世
紀
前
に
渡
米
す
る

前
に
聴
い
た
多
く
の
歴
史
的
名
演

奏
を
思
い
出
し
、
ま
さ
に
芸
術
の

森
の
中
に
居
る
感
覚
を
覚
え
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
沢
山
の

方
々
が
来
場
さ
れ
活
気
あ
る
暖
か
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い
雰
囲
気
の
中
、
水
野
紀
子
さ
ん

と
共
演
さ
せ
て
頂
い
た
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
ソ
ナ
タ
を
ど
う
や
ら
無
事

に
終
え
、
ホ
ッ
と
し
た
思
い
で
、

続
く
室
内
合
奏
団
の
ス
ラ
ブ
舞
曲

と
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
と
て
も
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
ら
し
い
演

目
で
あ
り
演
奏
で
し
た
。
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
ら
し
い
！
と

感
じ
た
後
、
何
が
そ
う
な
の
だ
ろ

う
？ 
と
ず
ー
っ
と
考
え
て
い
ま

す
。
言
葉
で
は
は
っ
き
り
言
え
な

い
か
も
知
れ
な
い
自
然
さ
、
大
ら

か
さ
、
真
剣
だ
け
れ
ど
楽
し
い
、

高
度
だ
け
ど
素
朴
、
硬
く
な
い
け

れ
ど
芯
が
あ
る
、
個
性
が
出
て
全

体
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
息
が
合

う
。
そ
し
て
、
お
客
様
の
肩
の
こ

ら
な
い
応
援
の
暖
か
さ
。
こ
れ
が
、

恩
師
大
村
多
喜
子
先
生
は
じ
め
素

晴
ら
し
い
創
立
時
か
ら
の
お
仲
間

の
先
生
方
が
築
か
れ
た
も
の
！ 

五
十
五
年
前
に
子
供
だ
っ
た
私
が

今
確
か
に
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
く

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
の
こ
れ

ま
で
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
後
、
広
々
と
し
た
ロ

ビ
ー
で
多
く
の
方
か
ら
異
口
同
音

に
、
素
晴
ら
し
い
会
だ
っ
た
と
の

お
言
葉
を
聴
き
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
凄
く
上
手
く
弾
く
子
が

合
唱
に
入
っ
て
歌
っ
て
い
る
。
歌

専
攻
の
学
生
さ
ん
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
弾
い
て
参
加
し
て
い
る
。
先

生
も
生
徒
さ
ん
も
、
父
兄
の
方
も

子
供
や
孫
と
一
緒
に
弾
い
た
り
、

歌
っ
て
い
る
。

 

こ
の
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ

 

テ
ィ
ー
は
素
晴
ら

 

し
い
！

 

私
自
身
ア
メ
リ
カ
で
若
い
生
徒
さ

ん
達
を
教
え
て
い
て
、
私
が
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
で
受
け
た
様

な
室
内
楽
や
合
奏
の
体
験
を
毎
週

さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
、
と
想
う

度
、
そ
の
想
い
を
実
際
に
形
と
し

て
表
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
の
情

熱
と
実
行
力
に
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
土
台
と
し

て
、
現
代
に
生
き
る
人
々
に
寄
り

添
っ
た
、
音
楽
を
介
し
て
の
素
晴

ら
し
い
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
し
て
の
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー

ル
の
健
全
な
活
動
を
お
祈
り
し
て
。

　とてもよいステージだったと思います。
　限られた練習時間しかない中で、外国語の
歌詞を小さな子どもたちも視力記憶力の薄ら
いだオジサンたちも、よくぞ歌い切ったもの
です。
　なによりスゴイなあと思ったのは、ただ
歌っただけではなく、みんながノリノリで表
現することを楽しんでいたこと、そしてそれ
が聴衆にも伝わった（と思います）ことです。
　難しく見える現代曲など、猛練習をして譜
面に忠実に演奏すればそれだけでなんとかな
るんです。反対に、サウンド・オブ・ミュージッ
クのような誰もが知っている愛唱曲を「聴か
せる」ほうが音楽性が要求され実は至難です。
　恐るべし、ソルフェージスクール。

　　　真面目系　坂本桂一　　　　　　　　

　　　　　　　　コーラス・リコーダー生徒

サウンド・オブ・ミュージック　　
　　　　みんなノリノリ　楽しんだ！！

亀
井
由
紀
子

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
第
一
期
生

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
交
響
楽
団
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者

♪

ソルフェージスクール創立 55 周年記念演奏会

♬ ♩

♪ ♬ ♩

亀井由紀子先生

バカボンのパパ風　坂本桂一

ソルフェージスクール
創立 55周年記念演奏会

2017 年 1月 29日（日）14 時開演
東京文化会館 小ホール

モーツァルト／ヴァイオリン ソナタ K.454
ドヴォルザーク／「スラブ舞曲」より

R. ロジャース／サウンド・オブ・ミュージック

自然で大らか　息の合うアンサンブル

♪ ♬

　ワシは、 「音楽する」 ことをこれほど満喫
した本番は生まれて経験がないのである。
　ヤマザキ先生の笛にボーっとなって歌うの
を忘れたり、 いろいろヤラカシたが、 そんな
ことはどーでもいいのだ。
　植木職人のワシが言うのもなんだが、 世
の中には完璧をめざして、 ピシっと刈り揃え
た盆栽みたいな演奏もあって、 それはそれ
でスゴイけど、 何かつまらないのだ。 「感心」
と 「感動」 は違うのである。
　あの日、 文化の小ホールは、 表現する
喜び、 大人から子供まで全員が心を合わ
せて音楽を作る感動に溢れていたではない
か。 なのであの晩ワシは泥酔したのである。
　 It wil l be OK.――これでいいのだ。
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音
楽
会
で
の
楽
し
み
は
、
心
地
良
い
音
楽
と

そ
れ
を
そ
っ
と
包
ん
で
く
れ
る
素
敵
な
空
間
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

心
地
良
い
音
楽
は
、
そ
う
思
え
そ
う
な
音
楽
会

を
選
ん
で
聴
き
に
行
け
ば
よ
い
の
で
す
が
、
そ

こ
に
心
地
良
い
空
間
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の

が
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

上
野
の
東
京
文
化
会
館
は
、
音
楽
会
さ
え
好

み
の
も
の
を
選
べ
ば
、
期
待
ど
お
り
の
時
間
が

約
束
さ
れ
て
い
る
空
間
で
す
。

　

何
故
そ
の
よ
う
な
空
間
な
の
か
と
考
え
て
み

る
と
、
一
つ
は
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
の
内
部
の

空
間
の
雰
囲
気
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
広
く

気
持
ち
の
良
い
ホ
ワ
イ
エ
（
※
１
）
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

音
楽
ホ
ー
ル
な
の
で
、
第
一
に
考
慮
さ
れ
る

の
は
当
然
音
響
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
ホ
ー
ル
の
当
初
の
音
響
設
計
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
技
研

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
設
計
者
で
あ
る
前
川
國

男
は
、
科
学
的
な
音
響
設
計
を
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

な
形
に
表
現
で
き
る
よ
う
、
ひ
た
す
ら
心
を
砕

い
た
よ
う
で
す
（
※
２
）。

　

あ
る
雑
誌
の
対
談
で
、
著
名
な
建
築
家
内
藤

廣
氏
と
音
響
設
計
（
改
修
）
担
当
の
永
田
穂
氏

が
面
白
い
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
内
藤　

小
ホ
ー
ル
の
方
の
壁
面
は
す
ご
く
凸

　

凹
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
ま
す
ね
。

　

永
田　

あ
れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
流
政
之

　

さ
ん
の
レ
リ
ー
フ
な
ん
で
す
。
文
化
会
館
に

　

は
ボ
ー
ド
の
壁
は
な
い
ん
で
す
。

　

内
藤　

あ
の
壁
は
音
響
的
に
は
ど
う
な
ん
で

　

す
か
。

　

永
田　

天
井
と
壁
で
独
特
の
反
射
音
が
生
ま

　

れ
ま
す
。
た
だ
、
何
て
い
い
ま
す
か
上
か
ら

　

見
る
と
四
角
形
の
コ
ー
ナ
ー
を
ス
テ
ー
ジ
に

　

使
う
や
り
方
は
、
今
の
音
響
の
教
科
書
の
教

　

え
と
は
矛
盾
し
て
い
る
ん
で
す
。
反
音
響
学

　

的
な
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
僕
は
小
ホ
ー
ル
の

　

音
が
好
き
で
す
ね
。

　

内
藤　

良
い
空
間
で
す
よ
ね
。

　

永
田　

空
間
的
に
も
良
い
し
、
音
的
に
も
。

　

内
藤　

音
的
に
も
良
い
で
す
か
。

　

永
田　

良
い
で
す
よ
。
僕
は
好
き
で
す
。
今
、

　

カ
ザ
ル
ス
ホ
ー
ル
と
か
い
ろ
い
ろ
響
く
ホ
ー

　

ル
が
出
来
て
い
ま
す
け
ど
、
文
化
会
館
の
小

　

ホ
ー
ル
は
他
の
ホ
ー
ル
で
は
聴
け
な
い
独
特

　

の
響
き
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

　

内
藤　

・
・
・
舞
台
の
後
ろ
の
と
こ
ろ
に
屏

　

風
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ

　

も
面
白
い
で
す
ね
。

　

永
田　

舞
台
の
音
を
拡
散
す
る
た
め
の
装
置

　

で
「
登
り
屏
風
」
。
あ
れ
も
流
さ
ん
の
デ
ザ
イ

　

ン
で
、
ケ
ヤ
キ
の
木
組
み
な
ん
で
す
よ
。（

※
３
）

　

小
ホ
ー
ル
（
六
四
九
席
）
の
内
部
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
壁
の
質
感
と
、
流
政
之

（
※
４
）
に
よ
る
彫
刻
（
レ
リ
ー
フ
）
が
、適
度
に
、

音
楽
に
接
す
る
緊
張
感
を
高
め
て
く
れ
る
。
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
、
小
ホ
ー
ル
と
い
え
ば
ス
テ
ー

ジ
の
銀
の
屏
風
、
五
十
余
年
、
変
わ
ら
ず
音
楽

家
の
バ
ッ
ク
に
な
っ
て
、
演
奏
家
と
聴
衆
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

建
築
は
市
民
の
た
め
に

　

東
京
文
化
会
館
を
設
計
し
た
前
川
國
男
は
、

向
か
い
合
う
国
立
西
洋
美
術
館
（
二
〇
一
六
年

世
界
遺
産
登
録
）
の
設
計
者
ル･

コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
に
師
事
し
た
建
築
家
で
す
。

　

東
京
帝
国
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
そ

の
日
の
う
ち
に
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
フ
ラ

ン
ス
に
向
か
い
、
二
年
間
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
も

と
で
設
計
を
学
び
ま
し
た
。
渡
仏
は
一
九
二
八

年
、
日
本
で
は
戦
争
の
暗
雲
が
た
だ
よ
い
始
め

て
い
る
頃
で
し
た
が
、
パ
リ
で
は
ま
だ
市
民
社

会
の
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
パ

リ
滞
在
中
に
自
由
な
市
民
社
会
に
共
感
を
覚
え
、

「
建
築
は
市
民
の
た
め
に
あ
る
」
と
言
う
考
え
が

前
川
國
男
の
設
計
思
想
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

ホ
ー
ル
を
訪
れ
た
市
民
が
自
由
に
つ
ど
え
る

空
間
、
そ
ん
な
考
え
が
、
他
の
ホ
ー
ル
建
築
で

は
余
り
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
広
々
と
し
た
、

心
地
よ
い
ホ
ワ
イ
エ
を
生
む
原
動
力
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

こ
の
パ
リ
時
代
に
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音

楽
会
に
も
度
々
足
を
運
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
を
口
ず
さ
む
よ
う

な
、音
楽
の
造
詣
が
深
い
建
築
家
で
も
あ
り
ま
す
。

　

東
京
文
化
会
館
が
建
て
ら
れ
て
五
十
六
年
、

半
世
紀
と
言
う
時
を
経
た
今
で
も
、
国
内
で
最

も
光
り
輝
い
て
い
る
ホ
ー
ル
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

建
築
の
品
格

　

東
京
文
化
会
館
は
、
け
っ
し
て
贅
を
尽
く
し

た
建
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、「
簡
素
に
し
て
品

格
あ
り
」
と
言
う
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル

の
設
計
者
で
あ
る
吉
村
順
三
の
設
計
ス
タ
イ
ル

に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
有
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

吉
村
順
三
は
五
十
年
前
に
、
当
時
の
「
権
威

東
京
文
化
会
館
で
演
奏
す
る
と
言
う
こ
と

東京文化会館小ホール内部（2017 年 1 月 14 日）リハーサル風景

東京文化会館小ホールホワイエ（2017 年 1 月 29 日）
ソルフェージスクール創立 55 周年記念演奏会 当日

上
田
耕
二
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あ
る
建
築
家
十
人
」
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
宮
内

庁
か
ら
の
委
嘱
で
皇
居
新
宮
殿
を
設
計
（
基
本

設
計
）
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
建
築
家
の
設

計
し
た
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
の
建
物
、
そ

の
空
間
で
音
楽
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
常

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ル
は
、
コ
ス
ト
を

抑
え
な
が
ら
、
シ
ン
プ
ル
で
気
品
の
あ
る
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

時
を
経
て
輝
き
つ
づ
け
る
建
築

　

東
京
に
は
多
く
の
ホ
ー
ル
が
存
在
し
ま
す

が
、
五
〇
〇
席
程
度
の
ホ
ー
ル
と
し
て
、
建
築
・

音
響
の
評
価
の
高
か
っ
た
、
カ
ザ
ル
ス
ホ
ー
ル

（
磯
崎
新
設
計
・
五
一
一
席
・
日
本
大
学
）、
津

田
ホ
ー
ル
（
槇
文
彦
設
計
・
四
九
〇
席
・
津
田

塾
大
学
）
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て

も
残
念
な
こ
と
で
す
（
こ
の
二
つ
の
ホ
ー
ル
は

い
つ
解
体
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
）。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
ま
す
ま
す
東
京
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
の
存
在
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

前
川
國
男
や
吉
村
順
三
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
は
、
東
京
駅
の
よ
う
な
装

飾
を
ま
と
っ
た
洋
式
建
築
と
は
違
い
、
市
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
建
築
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
近
年
、
歴
史
上
有
意
義
な
近
代

建
築
の
解
体
・
再
開
発
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　

音
楽
は
、
演
奏
す
る
人
、
そ
れ
を
聴
く
こ
と

を
望
む
人
が
い
る
限
り
、
生
き
続
け
ま
す
が
、

建
築
は
一
度
壊
し
て
し
ま
う
と
、
二
度
と
同
じ

建
物
を
造
り
な
お
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
西
洋
美
術
館
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
日
本
各
地
に
点

在
す
る
前
川
國
男
の
建
築
を
再
評
価
す
る
動
き

と
し
て
、
国
交
省
観
光
庁
の
支
援
す
る
「
近
代

建
築
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
弘
前
市
や
東
京
都
な
ど

八
自
治
体
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
勿
論
東
京
文

化
会
館
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
が
設
立
さ
れ
た
の

が
一
九
六
一
年
、
東
京
文
化
会
館
が
開
館
し
た

の
も
一
九
六
一
年
で
す
。

　

創
立
五
十
五
周
年
記
念
音
楽
会
が
、
東
京
文

化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
偶

津田ホール　上田耕二撮影

う
え
だ
・
こ
う
じ　
　

建
築
家
、
一
九
四
八
年
、
東
京

都
世
田
谷
区
出
身
。
ユ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

一
級
建
築
士
事
務
所
主
宰
。
日
本
建
築
家
協
会
会
員
。

東京文化会館 2F 平面図／上田耕二作図

ソルフェージスクール３F ホール　門馬金昭撮影

※
１
：
劇
場
や
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
で
、
出
入
り
口

と
ホ
ー
ル
客
席
部
分
の
間
に
あ
る
広
間
。
開
演
前
や

休
憩
時
間
の
歓
談
や
休
憩
な
ど
に
用
い
る
。
開
演
前

や
休
憩
時
間
に
簡
単
な
飲
食
が
出
来
る
施
設
が
付
属

す
る
場
合
が
多
い
。

※
２
：
小
ホ
ー
ル
は
当
初
は
国
際
会
議
場
と
し
て
も

使
用
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
た
の
で
、
残
響
時

間
を
の
ば
す
等
、
一
九
九
九
年
に
永
田
音
響
設
計
に

よ
り
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
改
修
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
（
約
一
年
か
け
て
文
化
会
館
全
体
を
大
改
修
、

一
九
九
九
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
）
。

※
３
：
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

一
六
三
号 

よ
り

（
二
〇
〇
五
年
六
月
発
行
）　

※
４
：
国
際
的
評
価
の
高
い
彫
刻
家
。
抽
象
的
な
作

品
が
多
い
が
、
東
京
の
大
手
町
に
あ
る
「
お
さ
わ
り

大
黒
」
と
言
っ
た
や
や
具
象
的
な
作
品
も
あ
る
。

然
と
も
言
え
な
い
も
の
が
有
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

日
本
の
近
代
建
築
の
代
表
作
、
東
京
文
化

会
館
が
こ
れ
か
ら
も
市
民
か
ら
愛
さ
れ
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
人
々
が
共
に
幸
せ
な
時
を
過

ご
す
空
間
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
の
次
の
記
念
音

楽
会
を
、
こ
の
ホ
ー
ル
で
聴
け
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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そ
の
合
唱
の
人
数
乗
せ
る
の
？
…
無
理
。
弦
楽
オ
ケ
も
乗
る
ん

で
し
ょ
？
そ
も
そ
も
加
藤
さ
ん
の
描
い
た
ピ
ア
ノ
、
実
際
そ
ん

な
に
小
さ
く
な
い
か
ら
。
縮
尺
違
っ
て
る
し
。」

彼
か
ら
合
唱
台
が
ぎ
っ
ち
り
と
組
み
込
ま
れ
た
、
縮
尺
の
正
し

い
舞
台
図
が
、「
こ
れ
が
最
大
に
乗
せ
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
。
あ

と
は
実
際
に
現
場
で
や
る
し
か
な
い
で
す
ね
！
」
と
い
う
コ
メ

ン
ト
と
共
に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
図
面
上
は
無
理
。
で
も
一
人
一
人
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
無
理

を
し
て
協
力
し
て
く
れ
れ
ば
、
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
。

幸
い
に
し
て
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
る
。
そ
こ
で
何
と
か
や
っ
て
み

よ
う
！
」

　

公
演
の
二
週
間
前
、
舞
台
図
面
通
り
に
組
ま
れ
た
舞
台
で
リ

ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
舞
台
を
見
て
困
惑
の
表
情
を
し

て
い
た
み
ん
な
の
顔
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
で
も
リ
ハ
ー
サ
ル
が
進

む
う
ち
に
み
ん
な
の
表
情
が
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
二
週
間

後
こ
こ
で
素
敵
な
本
番
を
迎
え
る
ん
だ
！
こ
の
気
持
ち
が
芽
生

え
て
来
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
公
演
当
日
。
合
唱
台
の
高
さ
と

広
さ
を
変
え
、
ピ
ア
ノ
の
位
置
も
変
わ
り
ま
し
た
。
舞
台
に

乗
る
人
数
も
増
え
ま
し
た
。
特
に
オ
ケ
パ
ー
ト
は
、
リ
ハ
の
時

よ
り
も
狭
く
弾
き
に
く
い
状
況
で
し
た
。
で
も
リ
ハ
ー
サ
ル
を

や
っ
て
い
た
か
ら
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
全
て
に
迅
速

に
対
応
で
き
ま
し
た
。
二
週
間
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
や
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
、
多
分
合
唱
団
の
何
人
か
は
舞
台
か

ら
落
ち
て
歌
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
江
原
先

生
は
客
席
の
最
前
列
で
指
揮
を
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

楽
し
そ
う
に
歌
う
子
供
達
の
顔
を
客
席
か
ら
見
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
公
演
で
合
唱
団
は
六
十
三
名
、
オ
ケ
十
六
名
＋
指
揮
。

つ
ま
り
八
十
名
が
一
人
も
落
ち
る
こ
と
な
く
乗
り
ま
し
た
。
そ

し
て
本
当
に
一
体
と
な
っ
た
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
の
担
当
者
が
、
こ
ん
な
人
数
が
一
度
に
乗
っ
た
公

演
、
五
十
年
以
上
の
長
い
歴
史
の
あ
る
ホ
ー
ル
で
も
初
め
て
か

も
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

で
行
わ
れ
た
五
十
周
年
記
念
公
演
で
し
た
。
二
〇
一
三
年
に
は

Ｊ
Ｔ
ホ
ー
ル
で
の
大
村
先
生
の
追
悼
公
演
に
も
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
仕
事
柄
都
内
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
専
用
ホ
ー
ル
の
ス

タ
ッ
フ
と
は
既
知
の
間
柄
。
ひ
と
声
掛
け
る
と
便
宜
を
図
っ
て

く
れ
る
の
で
は
、
と
い
う
図
々
し
い
こ
ち
ら
の
勝
手
な
思
い
で
、

何
と
か
無
事
に
終
わ
ら
せ
て
来
ま
し
た
。

　

昨
年
の
二
月
頃
で
し
ょ
う
か
、吉
村
隆
子
先
生
か
ら
『
五
十
五

周
年
は
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
が
確
保
で
き
ま
し
た
。
ま
た

舞
台
お
願
い
ね
！
』
と
軽
い
一
言
。
正
直
驚
き
ま
し
た
。
だ
っ

て
こ
の
小
ホ
ー
ル
は
抽
選
な
ど
で
は
な
く
、
諸
々
審
査
も
あ
り
、

特
に
日
曜
日
な
ど
某
芸
術
大
学
の
教
授
陣
や
常
連
の
団
体
で
も

簡
単
に
確
保
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
…
一
月

と
は
い
え
日
曜
日
。
何
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に

「
公
益
財
団
法
人
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」

恐
る
べ
し
！

　

五
十
五
周
年
公
演
で
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

を
演
奏
す
る
予
定
と
聞
き
、
六
月
の
発
表
会
を
見
に
行
き
、
つ

い
で
に
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
。
舞
台
に
乗
っ
た

合
唱
の
人
数
に
ち
ょ
っ
と
驚
く
。
約
五
十
人
…
そ
れ
に
弦
楽
合

奏
団
に
ピ
ア
ノ
。
そ
し
て
そ
の
時
に
「
一
月
の
記
念
公
演
で
は
、

合
唱
団
は
ま
だ
増
や
す
し
、
オ
ケ
も
弦
楽
だ
け
で
な
く
管
楽
器

も
入
れ
る
か
ら
。」
と
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

　

整
理
し
て
お
き
ま
す
。
発
表
会
を
行
っ
た
日
本
橋
公
会
堂
の

舞
台
は
間
口
十
二
ｍ
奥
行
十
一
ｍ
（
反
響
版
を
立
て
て
少
し
小

さ
く
な
り
ま
す
が
）。
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
は
、
間
口
四
・

五
ｍ
奥
行
五
・
四
ｍ 

。
そ
う
、
と
て
も
狭
い
の
で
す
。

　
『
乗
る
？
』『
無
理
で
し
ょ
う
！
』『
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
え
ら
れ

る
？
』『
無
理
で
し
ょ
う
！
』
自
問
自
答
す
る
心
の
叫
び
！

　

文
化
会
館
に
僕
と
古
い
付
き
合
い
に
な
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

こ
と
を
思
い
出
し
、
急
遽
「
お
昼
で
も
久
々
に
食
べ
な
い
か
？
」

と
誘
い
出
し
て
状
況
を
説
明
す
る
。
彼
は
デ
ザ
ー
ト
を
前
に
僕

の
書
い
た
舞
台
図
を
じ
っ
と
見
て
無
言
！
デ
ザ
ー
ト
を
無
言
の

ま
ま
一
気
に
食
べ
て
口
を
開
く
。「
加
藤
さ
ん
、
こ
の
舞
台
に

　

ト
ラ
ン
プ
・
ゲ
ー
ム
で「
大
貧
民
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

僕
に
と
っ
て
「
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
＝
大
貧
民
」
な
の
で

す
。
二
十
五
年
余
り
前
、
結
婚
し
た
ば
か
り
の
僕
が
家
内
に
連

れ
て
来
ら
れ
た
の
が
、
目
白
の
ピ
ン
ク
の
建
物
。
ち
ょ
っ
と
暗

い
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
少
し
天
井
の
低
い
、
で

も
外
見
か
ら
は
想
像
の
で
き
な
か
っ
た
素
敵
な
ホ
ー
ル
。
素
晴

ら
し
い
！
と
思
っ
た
瞬
間
に
聞
こ
え
て
き
た
言
葉
が
、「
ア
ッ
！

モ
ミ
ち
ゃ
ん(

家
内
の
旧
姓
の
呼
び
名)

、
来
た
ね
。
今
か
ら

始
め
る
か
ら
一
緒
に
や
ろ
う
よ
。
大
貧
民
！
」
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
の
と
な
り
に
車
座
に
な
っ
て
い
る
、
数
人
の
男
女
。
数
分
後

に
は
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
、
我
々
二
人
も
彼
ら
と
共
に
大
貧
民
に

興
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
、
こ
れ
が
僕
の
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
と
の
出
会
い

で
し
た
。
そ
こ
で
一
緒
に
ト
ラ
ン
プ
を
し
た
人
達
が
、
今
回

五
十
五
周
年
記
念
演
奏
会
で
指
揮
を
し
た
江
原
陽
子
先
生
で
あ

り
、
そ
の
オ
ケ
の
コ
ン
マ
ス
・
小
倉
康
朗
君
や
後
援
会
の
役
員

の
大
塚
典
子
さ
ん
、
合
唱
の
バ
ス
大
塚
謙
太
朗
君
た
ち
で
す
。

み
ん
な
若
か
っ
た
で
す
ね
。

　

そ
の
後
、
縁
が
あ
り
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
の
が
、
二
〇
一
一
年
に
紀
尾
井
ホ
ー
ル

55 周年記念公演の
　　　　舞台裏から… 

加藤光俊

奏者を待つ舞台の椅子
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秋の
おさらい会

うたでチャレンジ！

　私は 4 歳からソルフェージスクール
に通い始めましたが、初めてのおさら
い会は 7 歳の頃、緊張のみの苦い思い
出となっていましたので、今回、陽子
先生にうたで出てみませんかとお声を
かけていただいた時に、不安や心配の言葉しか頭に浮
かびませんでした。しかし今回はピアノではなく新た
に「うた」でということでしたので、やってみよう、
自分の実力を知るいい機会だと思い直しチャレンジす
ることになりました。これまで日本語の歌をメインに
歌っていましたが、高校生になり音楽選択の授業で出
会ったイタリア歌曲を歌い込むうちに自分に合うもの
が見つかったと感じ、陽子先生のおすすめもいただい
たのでイタリア歌曲を歌うことを決めました。本番は
気が付いたら終わっていたというくらいに頭が真っ白
になりましたが、演奏後に先生方だけでなく初めてお
目にかかる方々にもたくさんお褒めの言葉をいただき、
驚きとともに感激の気持ちでいっぱいになりました。
　後になって陽子先生に、私の声に憧れてくれる小さ
な生徒さんたちがいるということを教えていただき嬉
しかったです。迷いはありましたがおさらい会に出る
ことができたことは私にとってよい経験となりました。
これからもいろいろな歌を歌ってたくさんの人と音楽
を通して繋がっていきたいと思います。

ソルフェージ・声楽生徒　平林瑶子

～自分の音に向き合って～

　10 月 30 日、秋のおさらい会が行われました。
　午前中はリハーサル。お辞儀の練習、鍵盤の位
置や椅子の高さも確認し、そして演奏。普段リト
ミックをしているホールですが、お客様用の椅子
が並びシーンとしているといつもと違う場所のよ

うに感じます。先生からアドバイスをいただきリハー
サル終了です。
　13 時半になると開場です。ご家族やご親戚、出番は
ないけれどお友達の演奏を聴きにきた方、大勢いらし
てくださいました。
　本番は、連弾あり、器楽の演奏あり、声楽あり、自
作の曲を演奏した組もありました。
　短時間のリハーサルを、各々の力でより良くなるよ
う活かし、本番ならではの集中力も発揮しました。
　自分が出したい音、作り出したい音楽を懸命に表現
する姿は印象的で、聴いている私たちにしっかりと伝
わってきました。

　　ソルフェージスクール講師　込山今日子

　

演
奏
家
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
す
る
為
に
は
、
日
頃
か
ら
の

練
習
と
い
う
「
準
備
」
が
絶
対
に
必
要
で
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
演
奏
会
は
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
聴
衆
の
盛

大
な
温
か
い
拍
手
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変

感
動
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
裏
で
、
長
い
時

間
を
掛
け
て
綿
密
な
「
準
備
」
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
、
ソ

ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
の
講
師
陣
を
は
じ
め
、
事
務
の
方
々
が

い
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
あ
の
日
の
感
動
は
、
そ
の

一
人
一
人
の
準
備
に
加
え
「
何
と
か
し
よ
う
！
」
と
い
う
み
ん

な
の
思
い
の
賜
物
な
の
で
す
。　
　

か
と
う
・
み
つ
と
し　
　

公
益
財
団
法
人
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル  

評
議
員合唱団 63 名、オケ 16 名、指揮、計 80 名！

1 月 29 日　本番前リハーサル時の舞台

10 月 30 日 （日）



6

リ
コ
ー
ダ
ー
の

し
ゅ
る
い
が
い
っ
ぱ
い
！

　

わ
た
し
は
、
五
さ
い
と
、
二
さ
い
の
い
も
う
と

と
い
っ
し
ょ
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
つ
ど
い
に
い
き
ま

し
た
。

　

わ
た
し
が
一
ば
ん
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
リ
コ
ー

ダ
ー
の
し
ゅ
る
い
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

大
き
い
リ
コ
ー
ダ
ー
や
小
さ
い
リ
コ
ー
ダ
ー
が

あ
っ
て
、
と
く
に
小
さ
い
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
い
ろ

が
、
た
か
く
て
き
れ
い
な
音
で
し
た
。

　

み
ん
な
で
う
た
お
う
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
あ
ら
の

の
は
て
に
」
が
し
っ
て
い
る
う
た
で
、
せ
ん
せ
い

と
い
っ
し
ょ
に
う
た
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
「
あ

波
立
つ
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

今
回
、
私
は
第
２
バ
イ
オ
リ

ン
の
下
の
パ
ー
ト
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
上
の
パ
ー
ト

と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
、「
誰
も

第
２
バ
イ
オ
リ
ン
の
下
の
パ
ー

ト
を
弾
い
て
い
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
、「
あ
っ
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
パ
ー
ト
で
し
た
。
パ
ー
ト

ご
と
に
わ
か
れ
て
い
る
と
、
自

分
の
役
割
が
曲
を
完
成
さ
せ
て

い
く
の
に
と
て
も
大
事
に
な
っ

て
い
く
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
行
く
前
に

何
度
か
家
で
練
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
自
分
の
パ
ー
ト
だ
け

弾
い
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
曲

の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
み
ん
な
で
合
わ
せ

12 月 23日 （金 ・祝）

12 月 18日 （日）

わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」を
う
た
っ

て
、
す
ず
を
な
ら
し
た
の
が
、
た
の
し
か
っ

た
で
す
。
さ
い
ご
の
き
ょ
く
の
「
き
よ
し
こ

の
よ
る
」
も
し
っ
て
い
る
き
ょ
く
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。「
ら
い
ね
ん
も
ク
リ
ス
マ
ス
の

つ
ど
い
が
あ
っ
て
ほ
し
い
な
ー
。」
と
お
も
い

ま
し
た
。

　

い
も
う
と
を
つ
れ
て
、
あ
と
の
お
ち
ゃ
か

い
に
も
で
ら
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お

か
し
を
た
べ
な
が
ら
、
は
な
し
た
り
で
き
て

た
の
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

小
学
一
年
生　

森
千
春

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
・
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
生
徒

絵　年中　森夏実
　　　　　　   ソルフェージ・ピアノ生徒

上から古澤先生・江原先生
春花ちゃん（妹）・夏実ちゃん
ソルフェージ生徒

♪プチコンサート♪

当日の様子を
　ご覧いただけます

ジングルベル

試演会

　11 月 27 日午後 2 時、試演会が開か
れました。　
　演奏後には、水野先生、加藤先生、
吉村先生を交えて、有意義な意見交換
がなされました。

担当：糸井みちよ
ソルフェージスクール講師

　★　プログラム　★　　　
　

ショパン
　ノクターン　No.1 Op.9-1　
　　　　　　　No.13 Op.48-1
　　　　　ピアノ独奏　　林 さち子

モーツァルト
　ピアノトリオ　変ホ長調　K.498
　『ケーゲルシュタット・トリオ』　1・2 楽章
　　　　　ヴィオラ　　　妹尾美紀子 
　　　　　クラリネット　古澤裕治
　　　　　ピアノ　　　　大村明子

て
い
く
と
す
ご
く
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
き
れ
い
で
、
曲
が
で
き
て
い

く
感
じ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
、
第
３
楽
章
の

テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
と
こ
ろ
が

す
ご
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

第
１
バ
イ
オ
リ
ン
の
上
の
お
姉

さ
ん
の
弾
い
て
い
る
と
こ
ろ
が

特
に
テ
ン
ポ
が
速
く
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
に
私
の
パ
ー
ト
を
合

わ
せ
る
と
、
音
が
波
立
ち
、
ビ

ブ
ラ
ー
ト
を
し
て
い
る
よ
う
な

言
葉
で
は
表
せ
な
い
響
き
に
変

わ
り
ま
し
た
。
弾
い
て
い
て
す

ご
く
心
地
が
よ
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
の
音
が
重
な
り
合
う
と

不
思
議
な
響
き
に
変
わ
り
、
本

当
に
音
楽
っ
て
楽
し
い
音
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

小
学
四
年
生　

櫻
井
紗
亜
弥

（
二
回
目
の
参
加
）
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4 月の予定
4 月 16 日（日）ウフ＆レ・テタール
4 月 29 日（土・祝）春のコンサート

パウゼ
　ソルフェージスクールの 55 回目の年の終わりが近づいています。
　今年のハイライトは何と言っても 1 月 29 日の創立記念演奏会
でした。
　皆さまのおかげで素晴らしい演奏会となりました。ソルフェー
ジスクールらしい会だった、心温まる演奏だったと何人もの方
から言っていただきました。
　関係されたすべての皆さま、ありがとうございました！
　伝統と歴史のある東京文化会館の小ホールでの経験は演奏さ
れた生徒の皆さんにとっては素晴らしい思い出となることと思
います。世界屈指の演奏家による公演の多いホールの担当者に
も私たちの演奏を認めていただけたようです。「６０周年記念も
ここですかね。」（もちろん抽選に当たらなければなりませんが）
と言っていただきました。クジ運を願いつつ、次の創立６０周
年記念演奏会を描きながら普段のソルフェージスクールでの勉
学に更に励みたいと思います。
　ソルフェージスクールは公益財団法人となって 5 年が経ちま
した。公益の事業としてより幅広く多くの人に私たちの音楽教
育が伝わるようにと新しく「ウフ」、「レ・テタール」のクラス
が始まります。「大人のための音楽講座」も続きます。これらの
クラスについてより広く多くの方々に伝わりますように皆さま
のお力をお借りしたいと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。
　4 月から始まる 56 年目の新しい年が、ソルフェージスクール
で学ぶ皆様にとって音楽に満され、新しい音楽の魅力を発見で
きる１年となります様に！　　 　　

吉村隆子　（公益財団法人ソルフェージスクール  理事長）

レ・グルヌイユ　日本語：かえる
高校生以上を対象にした合唱団

（土）月 1 回 10 時半～ 12 時。※ 8 月はお休み
授業料は、￥2,780（税込）＋後援会費￥300（非課税）で、
合計￥3,080/ 月です。（楽譜代は別）

ウフ　日本語：たまご
０歳から未就学児対象の音遊びクラス
月 1 回 10 時～ 11 時。※ 8 月はお休み
2017 年 4 月から始まり 12 月まで、
授業料は無料です。

レ・テタール　日本語：おたまじゃくし
小学１年生から高校生を対象にした合唱団

（日）月 1 回 11 時～ 12 時。※ 8 月はお休み
授業料は、￥1,080（税込）＋後援会費￥200（非課税）で、
合計￥1,280/ 月です。（楽譜代は別）

生命（いのち）の歌
地球のリズムを森がメロデーにかえ
生き物たちはそれをハーモナイズさせる。
生命は美しいものだ。そう思っているのは
人間だけではないのだ。

　僕は、長い間、ヒトの知性は記憶を文字化（絵文字）する事
からスタートしたと考えていました。色と形の方が記憶に留め
やすいと思っていたからです。
　しかし、ソルフェージで色と形の基には音があることを知り
ました。私たちは音楽を通して美しい風景を見ることが出来、又、
生きる喜びを感じることが出来るのです。

　音楽について何も知らない僕に先生方が丁寧に教えてくださ
り大変感謝しております。
　五線譜が出来たのはかなり近代に近くなってからで、初期の
キリスト教の聖歌は長調ではなく祝詞のような短調風だったろ
うという話には興味をそそられました。

大人のためのいきいき音楽講座Ⅱ

小久保　昌
（大人の講座初参加）

公益財団法人ソルフェージスクールはみなさまの援助（寄付）により運営されています。引き続きご支援のほどお願い致します。

春の新規生徒募集中！！

2016 年 10 月～ 12 月
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江
原　

や
は
り
息
継
ぎ
と
か
フ
レ
ー
ズ
感
の
た

め
に
小
さ
い
時
か
ら
歌
を
歌
う
必
要
は
あ
り
ま

す
よ
ね
？

 

大
村　

声
に
す
る
っ
て
い
う
こ
と
よ
ね
。
リ
ト

ミ
ッ
ク
と
か
い
ろ
ん
な
も
の
で
歩
い
た
り
身
体

で
体
感
す
る
っ
て
い
う
こ
と
も
必
要
だ
け
ど
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
し
て
ね
。
歌
が
歌
え
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
と
、
初
め
の
う
ち
は
、
ち
っ
ち
ゃ
い
時
は

ね
、
途
切
れ
ち
ゃ
う
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
段
々

段
々
声
出
し
て
や
っ
て
る
う
ち
に
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
（
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー

ル
は
）
そ
の
子
に
合
わ
せ
て
歌
を
や
る
わ
け
じ
ゃ

な
い
？
だ
か
ら
こ
こ
の
教
育
っ
て
凄
く
良
い
な

と
思
う
の
は
、
そ
こ
な
の
よ
ね
。
本
当
に
一
人

一
人
「
待
つ
」
っ
て
こ
と
も
す
る
し
、
ど
ん
ど

ん
読
め
る
子
は
ま
た
読
め
る
よ
う
に
な
る
し
。

 

江
原　

結
果
は
同
じ
だ
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

早
い
か
遅
い
か
だ
け
で
、
待
っ
て
さ
え
す
れ
ば
。

 

大
村　

そ
う
す
る
と
今
度
は
、
楽
譜
を
見
た
時

に
、
フ
レ
ー
ズ
、
こ
こ
ま
で
続
け
る
ん
だ
な
と
か
、

そ
れ
か
ら
歌
っ
て
高
く
な
る
と
や
っ
ぱ
り
身
体

の
使
い
方
も
違
う
で
し
ょ
？
だ
か
ら
、
そ
れ
も

音
程
が
上
が
っ
て
い
く
に
従
っ
て
、
自
分
の
身

体
の
使
い
方
っ
て
い
う
の
も
覚
え
る
と
思
う
の

よ
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
が
自
然
に
使
え
る
と
、
凄

い
良
い
な
っ
て
思
っ
て
る
の
。
理
屈
で
（
音
楽

を
）
作
っ
て
る
の
と
、
身
体
か
ら
全
部
呼
吸
共
々

で
作
っ
て
る
の
と
、
違
う
と
思
う
の
。

 

江
原　

そ
れ
は
か
な
り
違
い
ま
す
よ
ね
。
楽
譜

の
音
を
あ
た
ま
に
落
と
し
込
む
時
に
、
や
は
り
そ

れ
っ
て
暗
号
解
く
み
た
い
な
理
屈
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
だ
け
ど
そ
れ
を

出
す
時
に
は
、
理
屈
じ
ゃ
な
く

て
身
体
を
通
し
て
い
か
な
き
ゃ

い
け
な
い
。
よ
く
、
な
ん
で

歌
が
必
要
な
ん
で
す
か
？
っ
て
、

お
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
で

す
よ
ね
。
子
供
に
楽
器
を

習
わ
せ
た
い
の
に
、
な
ん
で
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
？
な
ん
で
歌
？
っ
て
。

そ
れ
は
身
体
に
ち
ゃ
ん
と

呼
吸
を
落
と
し
込
ん
で
お

か
な
い
と
、
音
楽
を
歌
う

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す

よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
小
さ
い
時
に

良
い
呼
吸
の
仕
方
が
、
身
に
つ
く

こ
と
は
大
切
。

 

大
村　

健
康
に
も
良
い
の
よ
。
だ
け
ど
（
最
近

の
演
奏
家
の
演
奏
を
）
見
て
る
と
ほ
と
ん
ど
呼

吸
と
音
楽
が
別
ね
。

 

江
原　

そ
う
で
す
よ
ね
。
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ス
ク
ー

ル
に
い
ら
し
た
青
木
先
生
で
も
指
揮
者
で
も
、

唸
っ
て
る
方
っ
て
多
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

唸
る
っ
て
こ
と
は
息
を
吐
い
て
る
っ
て
こ
と
で

す
よ
ね
。
最
近
の
演
奏
家
は
息
を
止
め
て
弾
い

て
る
感
じ
の
方
も
多
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
や
っ

ぱ
り
ど
こ
か
で
弾
く
時
に
緊
張
し
て
息
を
止
め

て
し
ま
う
け
れ
ど
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
や
ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
で
何
回
も
歌
っ
て
い
れ
ば
、
自
然
に
そ
れ
が

身
に
付
く
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。
遊
び
の
中
で

も
絶
対
的
に
必
要
で
す
よ
ね
。

 

大
村　

私
は
そ
れ
が
無
か
っ
た
ら
、
も
う
音
楽

が
で
き
な
い
み
た
い
な
、
本
当
の
音
楽
に
は
な

ら
な
い
っ
て
気
が
す
る
の
よ
ね
。
そ
れ
で
段
々

や
っ
て
け
ば
、
高
い
音
に
な
る
と
身
体

の
使
い
方
も
違
う
し
、
少
し
静
か

　

に
な
っ
て
く
れ
ば
呼
吸
も
静
か
に
な

　

る
っ
て
い
う
。

　

 

江
原　

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
ピ

　
　

ア
ノ
っ
て
（
低
い
）
ラ
と
ド

　
　

も
（
高
い
）
ラ
と
ド
も
幅
が
一

　
　

緒
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
高
く
な

　
　

る
と
幅
が
狭
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

　
　

歌
の
場
合
は
高
い
方
が
も
っ
と

　
　

大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ　

　
　

け
れ
ど
、
弾
く
時
に
も
歌
の
時

　
　

の
幅
を
感
じ
た
方
が
良
い
わ
け

　
　

で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
ヴ
ァ
イ
オ

　

リ
ン
に
し
て
も
チ
ェ
ロ
に
し
て
も

　

管
楽
器
も
ピ
ア
ノ
も
同
じ
。
そ
れ

を
自
然
に
あ
る
程
度
の
曲
か
ら
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
で
走
っ

た
り
と
か
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
が
や
っ
ぱ
り
大

切
で
す
よ
ね
。

 

大
村　

あ
と
想
像
力
ね
。
今
現
実
的
に
機
械
で

な
ん
で
も
や
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
そ
の
何
て
言
う

の
、
身
体
に
あ
た
る
風
の
感
覚
と
か
、
お
日
様

が
バ
ー
ッ
と
照
っ
て
た
り
、
雨
に
な
っ
て
び
し
ゃ

び
し
ゃ
に
な
っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
通

り
越
し
ち
ゃ
う
の
よ
ね
。
感
じ
な
い
と
。
だ
か

ら
感
受
性
も
凄
く
大
事
だ
と
思
う
の
よ
ね
。
そ

れ
で
ま
ぁ
、
す
ご
く
感
受
性
の
豊
か
な
人
も
い

れ
ば
、
感
じ
に
く
い
人
だ
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

時
間
か
け
れ
ば
ね
、
で
き
な
く
な
い
の
よ
ね
。
音

楽
的
に
ど
う
い
う
風
に
把
握
し
て
い
く
か
っ
て

い
う
こ
と
を
、
今
忘
れ
が
ち
な
ん
だ
け
ど
。
そ

れ
は
私
や
っ
ぱ
り
命
が
あ
る
っ
て
こ
と
が
凄
く

大
切
だ
と
思
う
の
。
あ
っ
て
こ
そ
で
し
ょ
う
。

対談　大村明子先生 　　江原陽子先生
ビストロソルフェージ

生きた音楽は歌うことから

　

共
に
東
京
藝
術
大
学
声
楽

科
出
身
の
大
村
先
生
と
江
原

先
生
。
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
の

レ
ッ
ス
ン
に
組
み
込
ま
れ

る
歌
の
重
要
性
、
呼
吸
す
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

★　編集後記　★

　記事やイラストをお
寄せいただきました皆
様、ありがとうござい
ました。いろいろな方
にかいていただきまし
たので多様な切り口で
面白い新聞になったと
思います。

編集  今村・田中・和栗

江原陽子先生大村明子先生
ソルフェージスクール講師 ソルフェージスクール講師

洗足学園音楽大学准教授


